
電
氣
通
信
を
通
ヒ
て
観
た
る
日
濠
關
係

1

日

濠

通

商

問

題

の

一
節
i
l
・大

谷

一

一
二

外
國
電
報
に
現
れ
た
我
が
國
の
貿
易

敏

治

一
九

三

一
年
よ
り

一
九

三
三
年

に
至
る
三
ヶ
年
間

に
、
我
が
邦

と
世
界
各

地
と
の
間

に
往
復

せ
ら
れ
た
全
有

料
外
國
電
報
を

、

め

各
洲
別

の
分
布

に
観
る
と
次
ぎ

の
如
く

で
あ
る
。

い
ま
左

の
表

に
於

い
て
、

一
九
三

一
年

と

一
九

三
三
年

と
を
較

べ
る
と
、
亜
細

亜
及

び
ア
メ
リ

カ
は

、
夫
れ
そ
れ
二
四

・
八
八

%
、
四
.
四
二
%

の
減
少
を

示
し

て
お
る
に
封
し

て
、
欧
羅

巴
及
び
東
南
洋
は
、
夫
れ

そ
れ

一
・
七
九
%

、

】
四

・
〇
五
%

の
増
加

、

ア

フ
ツ
カ
誼
び

に
太
洋

洲
は
、
夫
れ
そ
れ
二
四
・
〇
二
%
、
五
〇

・
四
四
%

の
激
増
を
示
し

て
お
る
。

こ
の
歎
字
は
、
世
界

の
各
洲

と
我
が
邦

と

の
間

に
往
復

せ
ち
れ
た
有

料
外
國
電
報

の
全
通
激

で
あ

つ
て
、
必

ら
す

し
も
商
取
引

に
随
伴

し

て
起

つ
た
外
國
電
報

の
数

で
は
な
く

、
ま
た
之
れ
等
の
年
度

に
先

だ
ち
、
亜
細

亜
の

一
角
に
は
、
満
洲
事
攣

・
上
海
事
件
が
相
次

い
で
起

つ
て
、
我
が

1)遽 信省電務局 ・商用外國電報利用駅溌.昭 和九年十月刊 に櫨 つ て篁 出作
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邦

と
中
華
民
國
と

の
聞

に
は
薪

た
な
國
際
情
勢

が
生
れ
、
從

つ
て
商

取
引
を
激
減

せ
し

め
た

こ
と
、
ソ
ヴ

鮎
ネ

・
律
シ
ア

に
於

い
て
は
、
第

一
次
五

ヶ
年

計
劃

が
完
成

し
て
、

、
一
九

三
三
年
以
降
は
輸
入
國

か
ら
輸
出
國

へ
輻
す

る
と

い
ふ
本
質
的
な
攣

化
が
あ

つ
た

わ

こ
と
等

の
た
め

に
、
亜
細

亜
と
の
通
信
数

が
二
四

・
八
八
%

の
著

し

い
減

少
を
示
し
た

と

い
ふ
よ
う
な
特

殊
事
情

が
存
在
す
る
け
れ

ど
も
、
大
禮

に
於

い
て
以
上

の
数
字
は

世

界

貿
易

に
於
け
る
我

が
邦

の
進
路
を
示
し

て
お
る
も
の
と
観

る
こ
と
が
出
來

よ
う
。

即

ち
、
既

に
遍
ね
ぐ
知

ら
れ
た
よ
う

に
、
敏
洲
大
職
を
契
機

と
し
て
世
界
貿
易
は
構

造

攣
動

の
過
程
に
入

つ
た

の
で
あ
る
が
、
こ

の
遍
程

に
於

い
て
東
南
洋
は
大

い
に
そ

の

重
要
性
を
増
し
た
る

の
み
な
ら
・ず
、
そ

の
貿
易

の
進
農
は
封
緻
羅

巴

に
向

つ
て
よ
り
も

寧
ろ
封
東
南
洋
諸
國

に
向

つ
て
成

し
途
げ
ら
れ

、

こ
の
貿
易

に
参
加
す
る
世
界

主
要

工
業
國
た
る
英

・米

・
日

の
三
ケ
國

の
う
ち
、＼

英
國

が
漸

次

に
後
退

の
傾
向

に
あ
る
に
封

し
て
、

日
本

が
次
第

に
そ

の
塁

に
迫
り
、
特

に
輸
出

に
於

い
て
は
將

に
英
國
を
凌

が
ん

わ

と
す
る
形
勢
を
示
し
、
ま
た

日
本
自
身

の
貿
易

の
申

で
は
東

南
洋

は
約
牛
ば
を
占
め

て
決
定
的
な
地
位
を
獲

つ

、
あ

る

の
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
商
取
引
が
電
報

の
往
復

に
よ

つ
て
具
盟
化

さ
れ
、
外
國
貿
易

蛇
び

に
國
際
關
係
を
護
展

せ
し
め
る
も

の
と
し

て
電
氣
通

信

に
よ
る
以
上

に
迅
速
且

つ
科
學

的
な
手
段

の
な

い
限
り
、

こ
の
よ
う
な
情
勢

は
お

の
つ
か

ら
往
復

外
國
電
報

の
数

の
上

に
反
映

せ
ざ
る
を
得
な

い
,
前
表

に
よ

つ
て
、
此

の
大
勢

は
既

に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
な
ほ
、

一
九

三
三
年

に
我
が
邦

と
世
界
各
地
と

の

電
氣
通
信
を
涌
じ
て
魏
衷
る
H
濠
關
係

(大
谷
)

一
日
三

一
肝

Ig31 1932 1933

東 南 洋
通

479,144

通 ・

434,024 54q4著

亜 細 亜 804,224 830,863 604,122

太 洋 洲 50,559 7置,正18 76,061

欧 羅 巴 297,767 304,451 3◎3,H4

ア メ リカ 333,764 3正9,5叫 3童9μ3

ア フ リカ 41,ア33 57,776 57,768
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一

一
四

間

に
往
復

せ
ら
れ
た

る
外

國
電
報

の
う
ち
か
ら
、
商
取
引
用

の
分

の
み
を
と
り
て
、
そ

の
使
用
語
数
を

一
ケ
月
平
均

に
し

て
各
洲

の

別

に
観

る
と
、
次
ぎ

の
如
く

に
東
南
洋

と
の
間

の
も

の
が
絶
鍬
多
敷
を

示
し
て
居

る
。

東 南.洋

亜 細 亜

太 洋 洲

欧 羅 巴

ア メリカ

ア フ リカ

語

297,457

i79,676

53,130

1g7,183

212,255

46,692

 

勇
ま

し
さ
を
以

つ
て
、
飴

勢
を
駆

つ
て
遠
く

ア

フ
リ

カ
・
南
米

の
謂
ゆ
る
新
市
場

へ
進
出

し
、

商
品
市
場

の
隅

々
ま

で
行

き
到

ら
ぬ
く
ま
も
な

い
あ
り
さ
ま

で
あ

つ
た
。
殊

に
之
れ
等

の
薪
市
場

と
は
、
商

取
引

以
外

の
國
際
關

係

が
極

め

て
稀
薄

で
あ

つ
た
爲

に
、
往
復
外
國
電
報
は
殆
ん
ど
総

て
商
取
引
用

の
も

の
と
看
徹

さ
る

べ
ぐ
、
ま
た
商

取
引

の
分
野
.

に
於

い
て
も
從
來
は
頗

る
疎
遠

で
あ

つ
た
爲

に
、
ひ
と
た

び
取
引
關
係

の
成

立
す
る
や
、
爲
替

管
理

.輸
入

の
割
當

.許

可
制
度
等

の
防
遇
手
段

や
、
最

恵
國
約
款
を
基
調
と
す

る
通
商
政
策

か
ら
求
償
貿
易
主
義

へ
の
輻

換
等

の
政
治
的
協
商

に
阻
ま
れ
た

に
も
か

玉
は
ら
す
、
取
引

は
急

速

に
潜
加
し
、
從

つ
て
夫

れ
を
具
腿
化
す

る
電
報

の
往
復

も
、
爾
三
年

の
間

に
急
激

に
増
加
す

る
に
至

つ

た

の
で
あ

る
。
前
述

の
ア

フ
リ

カ
の
二
四

・
○
二
%
増
、
太
洋
洲

の
五
〇
。
四
四

%
増

と
い
ふ
数
字

が
明
ら
か
に
之
れ
を
物
語

つ
て

お
る
。

い
ま

一
九

三

一
年

か
ら
三
三
年

に
至
る
三
ケ
年

に

つ
い
て
、
往
復

有
料
電
報

の
通
数

を
樹
手

地
別

に
掲
げ

て
往
復
電
報
の

増
加

が
、
濠
洲
・
埃
太

・南
阿
聯
邦

」逞
羅

と

い
ふ
よ
う
、な
薪
市
場

に
著
し

い
事
實

を
更

に
明

ら
か

に
し
よ
う
。

こ

の
よ
う

に
先
づ
東
南
洋

に
進

出
し
た

日
本
は

、
世

界

の
資
本
主
義

維
濟
が
、
冤
れ

が
た
き
蓮

動

の

一
過
程

と
し
て
、

一
九

二
.八
-

九
年
、
世
界

恐
慌
を

以
つ
て
呼

ば
れ
る
程

の
不

況

に
渡

入
し

い
つ
て
、
世
界
貿
易
全
盟

が
極
度

の
不
振
を
極
め
、
各
國

と
も

に
そ

の
國
内
購
買
力

の
減
退

と
海

外
市
場

の
喪
失

と
に
、
失
業

の
累
増
、
商
品

の
堆
積

と
に
憐
む
間
に
、
猫
り
薪
た

に
興
る
も

の

、

]≦
巴
o
言

冒
冨
昌

の
旗

は
、
世
界

4)涯 信省電務局 ・前掲 書 に擦 る0

5)前 掲 書o
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國

國

乙

國

英

佛

濁

来

加 奈 陀

中i華 民 國

港香

亜 細 亜
露 西 亜

度印

蘭 領 印 度

比 律 賓

湖 爽殖民地

羅逞

南 阿 聯 邦

太

洲

挨

濠

=

日

濠

間

の
電

氣

通

信

の
趨

勢

倦

て
、
國
際
貿
易

に
於

い
て
取
扱

は
る

曳
商
品
は
、
千
差
萬
別

で
あ
る
、
船
車

・
車
輔
・
機
械

の
如
き
生
産
財
か
ら
罐
詰
・秦

酒

・

小
萎
粉

等

の
消
費
財

ま
で
、
綿
花

・羊

毛
・
原
油
・
薩
石

の
如
き
原
料
品

よ
り
、
莫
大
小

・綿
織
物

・
セ
メ
ン
ト
・印
刷
用
紙

の
如
き
完

成
品

に
至

る
ま

で
多
種
多
様

で
あ
る
。

そ
し

て
其

の
取
引

に
随

伴
す
る
商

用
電
報
は
、
そ

の
通
数

に
於

い

て

も

語
数

に
於

い
て

も
、
商
品

に
よ

つ
て
異

る
筈

で
あ
る
。
詳

し
く

い

へ
ば
、
或

る
商

品
は
そ

の
品
質
数
量

の
表
示
が
簡

軍
で
あ
り

、
取
引
も
相
當
大

電
氣
通
信
准
通
じ
て
魏
穴
る
日
濠
關
係

(大
谷
)

}
一
五



一
一
六

量

の
も

の
を

一
つ
の
契
約

に
よ

つ
て
費
買

し
、
長
期
間

に
渉

つ
て
分
割
船
積

し
う
る
も

の
が
あ
る
、
例

へ
ば
木
材
.
穀
物

.
原
油

等

が
之
れ

で
あ
る
。
此

の
…場
合

に
は
、
貿
易
金

額

・
取
引
激

量

の
大
な

る
割
合

に
往
復

電
報

の
激
は
少
な

く
、

ま
悔

一
通
當

り
の
語

数
も
少
な
く
あ
り
う
る
。
之
れ

に
ひ
き
か

へ
或

る
商

品
は
品
質
明
細

曾

8
窪
。
鼠
自
。。)
の
表
示

が
複
雑
を
極
め
、
個

々
の
荷

口
に

つ
い
て
詳
細

な
記
述
が
必
要

で
あ
り
、
且

つ
費

買

の
歎
量
も

一
荷

ロ
に
つ
い
て
は
小
さ
く
、
取
引

の
都
度
電
報

の
往
復
を
要
す
る

も

の
が
あ
る
、
例

へ
ば

、
陶
磁
器

・莫
大
小

・硝

子
製
品

・
玩
具
等

の
如
き
も

の
で
あ
る
。
取
引

の
激
量
金

額
は
全
盟

と
し

て
も
相

當
大

で
あ
る

の
み
な
ら
す

、
個

々
の
取
引

に
於

い
て
商
品

の
明
細
表

示
に
複
雑
な
も

の
が
あ

る
、
綿
織
物
・
絹
織
物

.挽
材
等
が
之

れ

で
あ
る
。
從

つ
て
各
種

貿
易

品
に

つ
い
て
商
用
電
報

の
利
用
割
合
が
異

る

べ
く

、

一
定
貿
易
金

額
を
得

る
爲

に
要
す

る
電
報

の

利

用
歎
も
亦
商
品

に
ょ

つ
て
異

る
筈

で
あ
る
。

い
ま
逓
信
省
電
務
局

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
各
種
貿
易
品

に

つ
い
て
商
用
電

報

の
利
用
割
合

の
最
も
大
な

る
も

の
は
綿

織
物

.
絹

織
物
類

・
衣
類

及
び
附
島
品

で
あ

つ
て
、

一
九

三
三
年

に
は
、

一
ヶ
月

平
均

の
褒
着

電
報

平
均
絡
数

、

=

一九
、
六
二
二
通

の
う

ち
二
三
、
四
八
五
通
、
約

一
割

八
分

に
當
り
、
使

用
語
数

に
於

い
て
も

一
ヶ
月
平
均
嚢
着
語
数

、

一
、
一
二
三
、
九

五
三
語

の
う
ち

一

九

七
、
八
二

一
語

、
全
通
信

の
約

一
割
七
分
を
占
め

て
居

る
。

之
れ

に
次
ぐ
も

の
は
、

玩
具

・
電
球

・
挽
材
・
豆
糟

・飼

料
・
木
材

等

の
雑

品
及
び
銀
行
業

務
關
係

の
商
用
通
信

で
あ
る
が
、

生
懸
・棉
花

・羊

毛
・
綿
糸

・麻
等

の
綜
縷
類

が
、

通
激

に
於

い
て

一
〇

、
二

四
五
通
、
語
数

に
於

い
て
八

六
、
二
七
六
語
を
以

つ
て
、
更

に
之
れ

に
次

い
で
居

る
。

我
が
邦

の
棉
花

の
輸
入
先

と
し

て
印
度

・
米
國

内
生
懸

の
輸
出

先
と
し
て
米
國

が
あ
り
、
綿
織
物

・絹
織
物

の
輸
出
薪
市
場

と
し



て
は
、
印
度

・蘭
領
印
度

そ

の
他

が
あ
る
が
、
前

に
観
た
往
復
外
國
電
報

の
増
加
率

の
最
大
な

る
土
地

.濠
洲
と
我
が
邦

と
の
取
引

の

關
係
を

一
九

三
五
年

に
つ

い
て
観
る

に
、
弐

ぎ

の
如
く

で
あ

る
。
即
ち
、
濠

洲
日
本
聞

の
往
復
外
國
電
報

は
我

が
邦
と
新
市
場

と

濠 洲 よ り
日本へ輸入

り
出

濁

 よ
輸

本
蝿

物

日
濠

物

絹
物

縣

綿

入
織

生

具

子
品

他

玩

硲
製

其

の
關
係

に
於

い
て
近
年
急
激
な
増
加
を
示
し
た

の
み
で
な
く
、
輸
入

に
於

い

て
羊
毛

・
輸
出

に
於

い
て
綿
織
物
、
絹

人
絹
織
物

・
陶
磁
器

・
硝
子
製

品

・

玩
具
等

が
大
部
分

を
占

め
る
鮎

か
ら
観

て
、
爾
國

聞

の
取
引
商
品

の
關
係

に

於

い
て
も
亦
、
外
國
電
報
を
利
用
す
る

こ
と
最

も
大
な

る
關
係

に
あ
る

こ
と

を
知
る

の
で
あ
る
。

日
濠
爾
國
が
外
國
電
報

の
利
用
と

い
ふ
瓢

に
於

い
て
か
く

の
如

く
密
接

な

關
係

に
あ
る

に
拘

ら
す

、
日
濠
聞

の
外

國
電
報
料
金

は
頗
る
高
く
、
こ

の
電

信
料
金

の
引
下
問
題
は
数

年
前
か
ら
爾
國

の
、
特

に
我

が
邦

の
關
係

當
局
及

び
當
業
者

の
、
熱

心
な

る
要
望
と
し

て
提
起

さ
れ

て
居
た
め

で
あ

る
が
、
未
だ
解
決

せ
ら
れ
な

い
ま

玉
に
日
濠
通
商
問

題
と

い
ふ

　

曙
礁

に
乗
り
あ
げ
た

の
で
あ
為
。
本
稿
は
、
此

の
問
題

を
と
り
あ
げ

て
現
行
料
金

が
如
何

に
高

い
か
、
ま
た
何

が
故

に
高

い
か
を

明
ら
か

に
し
、
日
本
側

の
要
望

が
果
し

て
容

れ
ら
れ

う
る

や
否
や
を
考

へ
、
外
國
電
報

通
信

と

い
ふ
観
窯

か
ら
日
濠
通

商
問
題
を

考
察

し
た

い
と
思
ふ
、
蓋
し
、
日
濠

聞

の
貿
易
額
を
二
億

五
千
萬

圓
と
し

て
、
假

に
協

%
の
電
報

料
が
使
用

さ
る

玉
も

の
と
す
れ

ば

年
額
約

百
二
十
五
萬
圓
、
そ

の
大
部
分

は
後

に
読
く
よ
う
に
海
外
電
信
會
就

へ
支
佛
は
れ

て
我
が
邦

よ
り
の
野
外
支
佛
勘

定
に

電
氣
通
信
を
通
じ
て
観
六
ろ
日
濠
關
係

(大
谷
)

一
M
七

6)三 菱 脛 演 研 究 所 ・本 邦 財 界 情勢 、No.Io4,P.49.

7)拙 稿 ・ 前 掲 書 、P.662.



隔

.

=

入

屡
す
る

の
で
あ
る
か
ら
》
此

の
電
信
料
が
若

干
で
悉
引
下
げ

ら
れ

る
と
い
ふ
こ
と
は
、
,
蕾

に
烈
し

い
國
際

競
争
場
裡

に
あ
る
貿
易

當
業

者

の
立
場
を
有
利

に
し
う

る
、の

み

な

ら
す
、
ま
た
國
家
全
艘
と
し

て
も
相
當
大
き
な
問
題

で

あ

る

と
考

へ
ら
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

罠

日
濠
間

の
電
氣
通
信

上

の
諸
問
題

先
づ
日
濠
間
の
現
行
電
報
料
金
か
ら
観
よ
う
。

我
が
邦
よ
り
濠
洲
向
外
國
電
報
料
金
は

一
語
四

・
二
二
五
金

フ
ラ
ン
で
あ
つ
て
之
れ
を
他
の
主
要
貿
易
封
手
國
と
樹
比
す
る
と

次
表
の
如
く
で
あ
る
。

欧 羅 巴
國際基 換算國
本料金 内料金
金フラヅ 円

英 國'3.452.41

佛 蘭 西34S2.41

和 蘭3452.41

濁 乙3.452.4r

'伊 太 利3
・452・41

その他 諸 國3・452・41

(瓜 しソヴヱ ト●ロシア アを除 く)

ア メ リ カ

國来

4.20

3・45

2.59

2.13

 

育

港

陀奈

紅

桑

加

バy〃 一バ ー

ケ ベ ツ 〃

西 印度諸 島

玖 嚇

南 来 諸 國

ア ルぜンチン

プ ラ ジ ル

瀞 リ ビ ア

チ リ ー

パ ラグ ァイ

ウルグ アイ

3。972.42

4.282.64

4・593.22

5.oo

6.38

6.50

5.55

5・40

6.lo

2.94

3・22

4・55

3.89

3.78

4・・27



ア フ リ カ

東 海 岸地 方

葡 領 ア フi}カS.27

ク ニ ア・ウガ ンダ6.35

北 部 地 方

ア ルジ エ リア・チ ェ ニ ス3.45

ア レ キサ ン ド リア ・カ3
.50イ

ロ・ポ ー トサ イ ド

eロ ツ コ3.45

南 部 馳 方

南 阿 聯 邦5・QO

亜 細 亜

青 島

上 海

香 港

その 他 中國 各 地

蘭 領 印 度

佛 領 印度 支那

馬 來 牛 島

印 度 及 び ビ ルマ3・oo

マ ニ ラ1.go

逞 羅2.70

イ ・ラ ク3.37

シ リ ア3.30

太 洋 洲

濠 洲 聯 邦4・225

新 西 蘭4.63

3.69

4.OI

2.41

2.4s

2:s6

2.50

1.00『0.70

α750・52

1.S71ρ9

1.25α87

3.lg2・24

2.641.84

2.611β2

2.IO

1・33

1.89

2.36

2.3T

2.96

3・2s

 

右

の
表

に
示
し
た
金

フ
ラ

ン
料
金
は
國
際
間

の
基

準
料
金

で
あ
る
が
故

に
、
先
づ
之
れ
を
観

る
と
、
濠
洲
向
電
報

一
語
四

.
二

二

五
金

フ
ラ

ン
と

い
ふ
は
、
ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
・
ブ
ラ
ジ

ル
・
チ
リ
ー

・
ウ

ル
グ

y
ノ
・
・
バ

ラ
グ

y
イ
等

の
南
米
諸

地
方
、

ア

フ
リ
カ
の

南

阿
聯
邦

、
ケ

ニ
ア

・
ウ
ガ

ン
ダ

等

の
東
海
岸
諸
地
方

に
次
ぐ
料
金

で
あ

つ
て
、
印
度

・
蘭
領
印
度

.
馬
來
地
方

の
料
金

に
較

べ
て

約

五
割
高

で
あ
り
、
欧
羅

巴
各

地
向
三
・
四
五
金

フ
ラ

ン
に
比
し

て
約

二
割

三
分

の
高

料
金

で
あ
る
、

日
本
濠
洲
間

四
、
五
〇
〇

哩

日
本
英

國
聞
,一
五
、
○
○
○

哩
と
い
ふ
通
信

距
離
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、
日
濠

間

の
外
國
電
報

料
金

が
世
界

=
尚
い
と

の
意

見

も
強
ち
誇

張
で
な

い
こ
と
を

知
る

で
あ
ら
う
。

{
然

し
な

が
ら
人
は
、
平
時

に
あ

つ
て
は
慣
行

の
生
活

に
馴
れ

て
、
事

の
實
相
を
看

過
し
が
ち

で
あ
る
。
日
濠
間

の
外
國
電
報

の

電
氣
通
信
な
通
じ
て
魏
表
る
H
濠
關
係

(
大
谷
)

一
剛
九



=

一〇

高

率
を
悟
り
、
之

れ
が
封
策

に
當
業
者

が
焦
慮
す
る
ま

で
に
は
、
な
ほ

一
つ
の
も

の
が
必
要

で
あ

つ
た
。
夫
れ

は
こ
の
電
報

料
員

捲

を
甚

だ
し
く
苦
痛

と
感
す

る
こ
と
で
あ
る
、
そ
し

て
夫
れ

は
次

ぎ

の
よ
う
な
事
情

で
始

つ
た
。

右

示
し
た

占
語
料
金

は
元
來
國
際
基
本
料
金

で
あ

つ
て
、
國
際
聞

の
電
報
料

勘
定

の
貸
借

決
濟

に
用

ひ
ら
れ
、
各
國
は
此

の
國

際

料
金

に
準
擦

し

て
自
國
貨
幣
相
當
額
を
決
定
し
之

れ
を
國
内
徴
牧
料
金

と
す
る
。
荷
ほ

こ
の
國
際
料
金

は
現
在

の
佛
蘭

西
通
貨

に
非
す
し

て
,
奮
金
貨

フ
ラ

ン
で
あ
り
、

「
重
量

三
十

一
分

ノ
十
グ

ラ
ム

ニ
シ
テ
品
位
千
分

ノ
九

百

ナ
ル
百

サ

ン
チ
ー

ム
ノ
金

フ

ラ

ン
」
と
規
定

せ
ら
る
。

我
が
邦

で
は

こ
の
國
際

料
金

に
、
毎
年
涯
信
省

が
第

一
期

(
自

一
月

一
日
至
三
月
三
+

一
日
)、
第

二
期

(自

四
月

旧
H
至
六
月
三
+
日
)、
第

三
期

(
自
七
月

一
H
至
九
月
三
+
日
)、
第

四
期

(自
+
月

一
日
至
+
二
月
三
+

一
日
)
と
四
同
に
分

つ
て
公

示
す

る
邦
貨
額
を
乗
じ

て
實
際

の

一
語
當
り
國
内
料
金

が
算

出

せ
ら
れ

る

の
で
あ

る
。
現
行

換
算
率

(
昭
却
十

一
年
四
月

一
日
以

降
)

一
金

ブ
ラ
シ
七
十
銭
替
を

以

つ
て
換
算
す
る

と
、
日
本

よ
り
濠
洲
向

一
語
料
金

二
圓
九
十
六
鏡

で
あ

つ
て
、
之
れ
を
他

の
諸

國

に
較

べ
る
と
前
表
右
欄

の
如
く

で
あ

る
。

日
本
政
府

の
金

フ
ラ

ン
換
算
牽

は
昭
和
七
年

(
一
九
三
二
年

)
十
二
月
末

日
ま

で
は
、
一
フ
ラ

ン
四
〇
銭
替

で
あ

つ
た
が
故

に
商

わ

用
外
國
電
報

に
最
も
多
く
使
用

せ
ら
る

玉
用
語
た

る
暗

語

(
當

時
は
拾
字

一
語
基
準
)
を
用

ひ
る
も

の
と
し

て
日
濠
間

の
電
報

料

は

一
語

一
園
六
十
九
鏡

(
劇
。継9
トり
α
×
恥
O
mo
δ
踊
H
H
⑦
⑩
ωo
昌
)

で
あ

つ
た
。

こ
の
換
算
割

合
は
金
輸
出
禁

止
前
即
ち
圓
貨

の
爲
替
相

場

が

大
艦

雫
債

に
近
か

つ
た
當
時

の
計
算

で
あ
り
、
圓
貨

と
金

フ
ラ

ン
と

の
純
分

比
債

に
よ

つ
た
も

の
と
推
・察
さ
れ
る
。

而
し

て
日
本

政
府
は
、
國
内
徴
牧
料
金
を
以

つ
て
金

フ
ラ

ン
の
基
準

に
從

ひ
封
外
決
濟

に
當
ら
な
け
れ
ば
な

ら
す

、
從

つ
て
政
府
と
し

て
は
公

1)拙 稿 ・外國電信に關す ろ改正規定に就いて、商學討究第九巻上冊所載。



衆
よ
り
の
徴
牧
料
金
は
大
艦
こ
の
樹
外
支
彿
を
カ
バ
ー
し
得
る
に
足
る
程
度
の
邦
貨
相
當
額
を
徴
牧
せ
ざ
れ
ば
徒
ら
に
國
庫
の
支

出
を
増
加
す
る
結
果
と
な
る
。
殊
に
我
が
邦
の
海
外
電
報
通
信
は
從
來
大
部
分
外
國
會
肚
の
所
有
た
る
海
底
電
信
に
よ
つ
た
が
故

に
、
海
外
電
報
料
金
の
大
部
分
は
國
外
に
流
出
し
、
日
本
政
府
の
受
取
分
は
極
め
て
僅
少
で
あ
り
、
爲
に
こ
の
換
算
率
の
問
題
は

直
接
國
庫
の
支
出
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

ノ

從
つ
て
政
府
は
金
輸
幽
禁
止
後
圓
貨
の
爲
替
相
場
の
急
激
の
下
落
に
俘
ひ
藪
次
の
換
算
率
改
訂
を
行
つ
た
。
即
ち
昭
和
八
年

一

月

一
日
以
後
は
換
算
率
を
六
十
銭
と
改
め
た
が
、
之
れ
は
當
時
の
奮
換
算
率
四
〇
鏡
替
に
比
し
正
に
五
割
増
に
當
る
。
然
し
な
が

ら
、
か

玉
る
改
訂
も
圓
債
下
落
に
よ
る
國
庫
の
員
憺
の
増
大
を
償
ふ
に
は
足
り
な
い
、
何
と
な
れ
ば
當
時
は
野
米
爲
替
二
十
弗
牛

の
時
代
で
圓
債
は
そ
の
亭
債
の
約
四
割
三
分
の
債
値
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
故
に
當
時
金
フ
ラ
ン
の
純
分
比
債
に
封
し
嚴

格
に
換
算
率
の
平
衡
を
保
た
ん
爲
に
は
十
割
以
上
の
引
上
を
行
ふ
べ
か
り
し
筈
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
但
し
外
國
電
報
料
金
を

急
激
に
倍
額
以
上
と
す
る
こ
と
は
、
外
國
電
報
の
最
大
利
用
者
た
る
貿
易
業
者
の
員
澹
を
過
重
な
ら
し
め
、
延
い
て
輸
出
貿
易
の

進
展
を
阻
害
す
る
恐
あ
る
を
以
つ
て
、
當
時
政
府
は
こ
の
程
度
の
引
上
を
以
つ
て

一
時
を
凌
ぐ
の
や
む

な

き
に
満
足
し
た
の
で

あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
事
態
は
永
く
國
庫
の
犠
牲
を
許
す
べ
き
で
な
が
つ
た
が
故
に
、
昭
和
八
年

(
一
九
三
三
年
)
以
降
は
外
國
電
報

料
金
徴
牧
方
法
を
根
本
的
に
攣
更
し
た
、
即
ち
從
來
は
日
本
國
内
徴
牧
料
金
は
邦
貨
建
に
て
公
表
さ
れ
て
あ
つ
た
も
の
を
、
同
年

八
月
以
後
は
國
際
基
本
料
金
た
る
金
フ
ラ
ン
そ
の
ま

」
を
以
つ
て
示
し
、
之
れ
が
換
算
率
は
過
去
三
ヶ
月
間
の
實
際
爲
替
相
場
の

電
氣
通
信
あ
掻
じ
て
観
表
る
日
濠
關
係

(大
谷
)

一
二
一



一
ニ
ニ

卒
均
を
以

っ
て
次

の
三

ヶ
月

に
適

用
す
る

こ
と

玉
定
め
ら
れ

た

の
で
あ
る
、
之
れ

が
前
蓮

の
年

四
期

に
公

示
さ
る

玉
換
算
率

の
謂

ひ
で
あ

る
。
之
れ

に
よ

つ
て
昭
和
八
年

八
月
以
後

向

ふ
三

ケ
月
間

は

一
金

フ
ラ

ン
七
拾
銭
替

、
そ

の
後

数
回

の
改
訂
を
維

て
最

高

率

は
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
年
)
七
月

一
日
實

施

一
金

フ
ラ

ン
七

拾
七
鏡

ま
で
土
り

、
そ

の
後

フ
ラ

ン
の
切

下
に
よ

つ
て
若

干
引

下
ら
れ

現
行
率

(
昭
和
十

一
年
四
月

一
日
實
施

)

に
よ
る
邦
貨
國
内
料
金
が
前
表
右
欄

に
示
し
た
國
内
徴
牧
料
金

で
あ

る
。

か
く

の
如

き
経
緯

に
よ
る
田
本

よ
り
濠
洲
向

外
國
電
報
料
金
は
從

つ
て
四
〇
鏡
替

の
當
初

に
較

べ
る
と
實

に
約

拾
割

の
騰
貴

に

/

當

る
。

か
く

の
如
く
し

て
貿
易
業
者
は
、

一
般

的
に
外
國

電
報
料

の
高

率

の
脅
威
を
感

じ
始
め
た
が
、
な

ほ
蝕

に
右
を
拍
車
す
る

事
實

が
起

つ
た
、
夫

れ
は
國
際
電
氣
通
信

に
於
け

る
隠
語
規

則

の
改

正
と

い
ふ
純
技

術
的
な
攣
革

で
あ
る
。
上
述

の
電
報
料
金

は

普
通
語

及
び
拾
字
を
以

つ
て

一
語
と
す
る
暗

語
電
報

の
料
金

で
あ
る
が
、
、既

に
紹
介

し
た
る
如
く
、
國
際
電
氣
通
信

に
關
す
る

マ

ド
リ
ッ
ド
會
議

の
結
果
、

一
九

三
四
年

(
昭
和
九
年
)

一
月

一
日
以
降

は
、
陰
語

は
紹

て
五
字

一
語
と
定

め
、

一
語

の
料
金
は
前

わ

記
基
本
料
金

の
五
分

ノ
三
、
拾
字
曙
語

の
料
金

は
基
本
料
金

の
五
分

ノ
六
と
な

つ
た
。
即
ち
從
來

と
同
じ
内
容
を
同

じ
方
法

に
て

隙

語
を
以

つ
て
獲

電
す

る

に
當
少
、
此

の
隙
語

の
規
則

改
正

の
爲

に
料
金

五
分

ノ

一
を
多
額

に
支
彿

ふ
こ
と
を
要
す

る
こ
と

玉
な

つ
た

の
で
あ

る
。
,即
ち
此

の
隠
語
規
則

の
改

正
に
よ

つ
て
、
曙
語
電
報

の
料
金
は

二
割
騰
貴

と

い
ふ
結
果

に
な

つ
た

の
で
あ

る
。

か
く

の
如
く

に
し

て
、
國
際
脛
濟
事
情

の
影
響
と
國
際
電
氣
通
信
條
約

の
改

正
の
爲

に
、
僅

々
爾
三
年

の
間

に
電
報
料

拾
武
割

強

の
騰
貴

に
あ

ふ
が
如
き
は
、
貿
易
業
者

の
到
底

忍

び
う
る
と

こ
ろ
で
は
な

い
。
債

格

の
低
廉
を
唯

一
の
武
器
と
し

て
世
界

の
商

品
市
場

に
進
出

し
た
當
業
者

は
、

そ

の
輸
出
探
算

に

當

つ

て

能

ふ
限
り
諸
掛
維
費

の

節
減

を

計

る
、
從

つ
て

一
方

に

O
菩
げ

2)詳 しくは拙稿 ・前 閏謬照o



α
冨

茜
8

の
見

積
り
を
極
度

に
輕
減

す
る
と
同
時

に
、
貿
易
業
者

は
漸

く
日
濠
間

の
外
國
電
報
料

の
高

率
を
悟
り
、
濠
洲
市
場

に

關

す
る
限
り
で
い

へ
ば
、
旦

檬
間

σ
電
報
料
と
、
英
濠
間

の
電
報

料
と
を
比
較
す

る
こ
と

で
濠
洲
市
場

に
於
け
る
綿
織
物

・
絹

人

絹
織
物

に
關
す
る
日
英

の
競
争
力
を
考
慮

し
始

め
る
に
至

つ
た
。
加

へ
て
在
濠
洲

の
我
が
邦

の
羊

毛
買
付
業
者

が

一
.
五
%
見
當

と

い
ふ
低

い
買
付
手
歎
料
を
獲
る
代
償

と
し
て
買
付

羊
毛

の
歩

留
り

の
保
誰

そ

の
他

の
重
大
な
責

任
を
員

は
し
め
ら
る

玉
こ
と
か

ら
、
能

ふ
限
り
経
費

の
節
減

を
計
り
、
從

つ
て
濠

洲
よ
り

日
本
向
け

の
電
報

料
も
亦
甚

し
く
高
率
な
る
こ
と
を
指
摘
し
始

め
る

に

の

ダ

至

つ
て
問
題

は
漸
く
朝
野

の
注
目
を
惹

き
始

め
た

の
で
あ

る
。

次
ぎ

に
濠
洲
國
側

に
立

つ
て
濠
日

の
現
行
電
報
料
金
を
観

よ
う
。

日
濠
間

の
外
國
電

報

の
國
際
基
本
料
金

は
前

述

の
如
く
四

・
二
二
五
金

フ
ラ

ン
で
あ

る
が
、
濠
洲
内

に
於

い
て
は

一
金

フ
ラ

ン

に

つ
き
濠
貨
九

・
六
片
替

で
あ
る
か
ら
、
普
通
語
及
び
拾
字

一
語
謄
語

の
料
金

は
、
四

一
片

(
三
志
五
片
、
↑
b。
b。
α
×
㊤
・窪

"
お
・α
しっ
鮎

1
。。
の罠

)
、

マ
ド
リ
ッ
ド
會
議

以
後

の
改
正
隠
語
規

定

に
よ
る
時
は
、

五
字
謄

語

一
語

に
つ
き

二
四
・
六
片

と
な

る

實
際

に
は

電
報

の
隠
語
数

を
四

一
片
替

で
計
算

し
た
総
額

の
五
分

ノ
三
を
以

つ
て
其

の
電
報

の
料
金
と
す

る
、
例

へ
ば
拾
五
語

の
電
報

料
金

は

婁

蔓

幽
琶

き

占

ど
す
る
も
の
如

く
で
あ
る
。
砦

呆

向
け
裏

料
金
は
律

読
く
如
く
蔑

電
線
に
よ

の

る
畜

の
で
あ

超
が
、
之
を
濠
洲
よ
り
他

の
諸

地
方

へ
の
海
底
電
信

に
ょ
る
電
報
料
金

と
比
較
す
る
と
次
ぎ

の
通
り
で
あ
る
。

電
氣
通
信
な
通
じ
て
観
敦
る
H
濠
關
係

(大
谷
)

/

一
二
三

3)拙 稿 ・前 出塗照0

4)昭 和 十一年(1936)七 月 中筆者濠洲滞在 中調査o



簡
二
四

Europe

Britain

Fmnce

Germany

Belgium

Italy

America

U.S.A.

NewYork

California

Canada

Alberta

Manitoba

SouthAmerica

Argentine

PerunanbUCO

Chili

Africa

Asia

Japan

OtherAsiatic

Count五es

海 底 電 信

210

2!7 ,

2!6

2!6

2/6垂

218

214

1/7

1/7

415

411

4!5

118--5!4

無線 電 信

i/8

210

211

i/11垂

2/瞳

215

2/iS

1/5番

1/5垂

410

3/8垂

4!-

2!2卜21H

315ナ シ

2/5-6!3ナ シ

(基 本料金な示 す、五字 暗語 に その五 分

ノ三)

即
ち
南
米
諸
地
方
及
び
ア
フ
リ
カ
の

一
部
を
除
い
て
は
日
本
向
が
最
高
率
で
あ
り
、
封
英
國
の
七
割
高
に
當
る
。
右
は
海
底
電

信
に
よ
る
場
合
で
あ
る
が
、
濠
洲
と
世
界
各
地
と
に
は
無
線
電
信
の
蓮
絡
が
あ
つ
て
、
そ
の
電
報
料
金
は
前
表
右
欄
の
如
く
で
あ

る
。
而
し
て
日
本
及
び
亜
細
亜
諸
地
方
に
は
無
線
電
報
の
取
扱
ひ
が
な
い
故
に
英
國
向
無
線
電
報
を
利
用
す
る
場
合
に
比
較
す
る

と
、
日
本
向
電
報
は
實
に
拾
割
五
分
の
高
率
に
當
る
。
か
く
の
如
く
に
、
濠
洲
日
本
聞
の
電
報
は
、
海
底
電
信
に
よ
る
と
い
ふ
洞

一
條
件
の
場
合
に
於
い
て
既
に
封
英
國
よ
り
も
七
割
高
で
あ
る
上
に
他
の
諸
地
方
ー

南
米

・
申
米

へ
さ

へ
も
無
線
電
報
が
取
扱

 は
る

玉
に
封
し

て
日
本
向
け

は
そ

の
取
扱

ひ
な
く
、
從

つ
て
之
れ

を
考
慮
す
れ
ば

拾
割
高

と

い
ふ
不
利

の
歌
態

に
置

か
る

、
ば
か



・り
で
な
く
声
』

旦
海
底
電
信
経
路

の
故
障

穐
取
扱
申

止
と

い
ふ
場

合

に
は
、
欧
洲

ま
た
は

ア
メ
リ

カ
経
由
　の
危

瞼

に
曝
さ
れ
、
競

孚
上
頗

る
不
利
な
立
場

に
置

か
れ

て
あ
る
。

`

「

'

以
上
日
本
濠
洲
間

の
外
國
電
報

が
割
高

で
あ
る

こ
と
を

、
日
本
内
地

の
側

か
ら
と
濠
洲
國
内

の
側
か
ら
と
観
た

が
、
然

か
ら
ば

何
故

に
日
濠
聞

の
電
報

料
金

は
か
く
高
率
か
と
訊
ぬ
る
に
、
血
ハ
へ
ら
る

、
答

の
第

一
は
、

日
濠
闇

の
電
報
往
復
数

量

が
未

だ
充
分

に
多
か

ら
ざ

る
故

に
、
電
報

料
引

下
げ

の
飴

地
な
し
と

い
ふ
黙

に
あ
る
、
而
し

て
之
れ

が
月
濠
聞
海
底
電
信

の
事
業
維
螢
者
た

る

濠
洲

イ
ー

ス
タ

ン
電
信
會
枇
拉

び
に
大

北
無
線
電
信
會
肚

日
本

側
代
理
店

の
繰

返
す
答
辮

で
あ

る
。
然

か
し
な

が
ら
日
濠
聞

の
貿

め

易
の
著
し
い
進
展
を
な
し
つ
玉
あ
る
現
歌
、
從
つ
て
夫
れ
に
照
慮
す
る
往
復
電
報
の
急
激
な
る
増
加
と
い
ふ
黙
か
ら
観
て
見
え
す

の

い
た
遁
僻

と
い
ふ
の
外
な

い
。
之
れ
を
濠
洲
側
か
ら

の
嚢
信

に
観
る
も
次
表

の
通

り
、
濠
洲

よ
り
封
日
本
向
電
報
歎
は
、
全
獲
信

歎

の

一
.
四
%

に
當

つ
て
、

封
佛
國

・西

班
牙
・英

國

・白
耳
義

・南
阿
聯
邦

に
亜
ぎ
、

少
く
も
封
加
奈
陀

・
米
國

・猫
乙
等
よ
り
も
高

全電報通,
信に野す
る 割 合

Ausnia

Belgium

Ca皿ada

Cz㏄hoslovakia

Denmark

France

Germany

GreatBritain

Hungaτy

Japan

'Netherlands

NewZealand

Norway

Poland

Spa…n

Sweden

Switz6rland

UnionofSouthAfrlca

u.S.A.

%

o・3

2.7

0.4

1.6

0・3

3・5

0。8

2.8

1・5

1.4

0.9

1・3

1.2

0・5

3・0

0.4

0.8

2.2

0.6

 

電
氣
題
信
な
通
じ
て
魏
穴
る
日
濠
關
係

(
大
谷
)

い
率

で
な
く

て
は
な

ら
ぬ
と
の

理
由

は
な

い

。日
濠
間

の
電
報
料
が

高
率

で
あ
る

と
い

ふ
こ
と

の
第

二

の
理
由
と
し

て
、

海
底
電

信

に
よ
る
か
ら

で
あ
る
と
答

へ
得
る
、

そ

し

て
之

れ

は

一・慮

理
由

の
あ
る
こ
と

で
あ

=

孟

5)本 稿 ・P.II5・ 蓼 照0

6)0缶cialYearBookoftheCommonwealthofAustralia,No.28-ig3S,

Canberra,P.21g.



一
二
六

る
。
何
と
な
れ
ば
ー

國
際
電
報
料
金
を
構
成
す
る
基
本
と
な
る
も
の
は
、
首
尾
料
及
び
伸
糧
料
で
あ
る
、
首
尾
料
と
は
嚢
信
及

び
着
信
主
管
廃

に
納
付
す

る
も

の
、
仲
縫
料
は
傳
達

の
途

申
陸
揚

の
上
仲
糧

さ
る

」
場
合
、
そ

の
地

の
主
管
廃

へ
納
む
る
も

の
で

あ

る
。

日
濠
間
電
報

の
維

過
線
路
は
從
來

は

ア
デ

レ
ー

ド
よ
り
濠
洲
政
府
所
有
陸
線

に
て
大
陸
を
横
断

t
、
求
ー

ト

・
ダ
ー
ウ

ィ

シ

に
出

で
、
バ

ン
ジ

ョ
ワ

ン
ギ
を
経

て
薪

嘉
披

に
連
絡

、
香
港

・
上
海

を
経

由
し

て
長
崎

に
到

つ
た

の
で
あ
る
が
、
・近
年

は
主

乏

し

て
パ
ー

ス

・
コ
コ
ス
島
を
経
由

し
て
薪

嘉
披

に
蓮
絡
す

る

こ

と

玉

な

り

、
通
信
輻
綾

の
際

の
み
爾
者
併
用
す
る

こ
と

、
な

つ

た
。
薪

奮
爾
維
路
蛇
び

に
各

仲
縫
匠
間

の
通
信

距
離
を
圖
示
す
れ

ば
次

の
如

し
。

・

奮

脛

路

"

'

♂
い
塾こ楠扇
四

轟
い9
聴

③
8
偏

O
αo
繭

醤
o
漏

Hも
台
繭

シ
ド

ニ
ー

ア
デ
レ
ー
ド
ー

ポ
ー
ト

・
ダ
ー
ウ
イ

y
ー

バ
y
ジ
ヨ
ヲ
ン
ギ
ー

新
嘉
披
ー

、香
港
i

上
.海
唄

長
崎

薪

維

路

笥

-

、
.

シ
!
T

..。面
ア
デ
¥

ド
体
疇

↑

ス
憾

柵
コ
翼

島
橿

囁
バ
タ
ピ
ア
陵

隣
新
裂

権

毒

ほ

凹
上
海

藩

即
ち

シ
ド

昌
-
長
崎
問
を
通
信
す

る
に
、
薪

経
路
は
、
距
離

に
於

い
て
約

千
三
百
哩

の
長

距
離

で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
仲
糧

局

に
於

い
て

一
個
所
増
加
と
な
り
、
假
サ

に
奮
維
路
維

由

と

レ

て
も

ダ
ー
ウ

ィ

ン
局
は
李
日
は
午
後

二
時
牛
乃
至
午
後

八
時
操

業

、
週

末
は
休
業
す
る
を
以

つ
て
、
そ

の
利
用

に
制
限
な
唐
を
得
な

い
實
歌

で
あ

る
。
而
し

て
右
維
路

の
う
ち

シ
ド

昌
ー

.
上
海

聞
は
後

に
詮
く
よ
う
に
イ
ー

ス
タ

ン
會
肚

の
所
有

に
係

り
、
上
海
長
崎
間
は
大
北
電
信
會
肚

(
丁
抹
系
)

に
属

し

て
お
る
爲

に
、

首

尾
料
は
お
本

・
濠
洲
、
仲
織
料

は
バ

ン
ジ

戸
ワ
ン
ギ
・
バ
汐
ビ

ヤ
は
和
蘭
一
海
峡
殖

民
地
・香
港
は
英

國
、
上
海

は
中

華
民
國

に
封



し
て
支
梯

は
れ
る
、
即
ち

日
濠

間
電
信
料
金

の
分
配

に
與

る
も
の
は
、
二
會

就
四
政
府

と

い
ふ
複
雑
多
岐
を
極
め

て
居
る

の
で
あ

る
。

こ
の
事
實

は
、

日
本

と
連
る
他

の
海
底
電
信

に
比
し

て
料
金

が
高

率
、
特

に
英
帝
國
領
内

の
海
底
電
信
料

に
較

べ
て
遙
か

に

高
率

と
な
る
も

や
む
を
得
な

い
と

い
ふ
こ
と
を
現
は
す
。

殊

に
首
尾
料

の
み
を
と

つ
て
見

て
も
、
英
帝
國
内

の
電
信

料
に
比
し

て

高
率

と
な

る
理
由

が
あ

る
、
夫
れ
は

、
普

通
郵
税

に
於

い
て
も
英
帝
國
内
は
二
片

、
諸
外
國

へ
は
三
片
と
、
差

別
待
遇
を
存
す

る

英
帝

國

で
あ
る
か
ら
、
首
尾
料

に
つ
い
て
も
亦
、
英
帝

國
内

の
電
信

に
封
し

て
は
英
帝
國

以
外

の
國

宛
電
信

に
封
す
る
よ
り
も
遙

　

か

に
高

率
と

い
ふ
事
實

が
存
す

る
の
で
あ
勘
。
η以
上

の
如
き
事
情

に
あ

る
が
故

に
、
等
し
く
海
底

電
信

と
い
ふ
手
段

に
よ
り
、
同

t
イ
ー

ス
タ

ン
會
就

の
所
有
線

に
よ
る
の
で
は
あ
り
な
が
ら
、
日
濠
間

の
電
信
料

が
、
距
離

の
黙

か
ら
観

て
比
較

に
な
ら

ぬ
長
距

離

通
信

た
る
濠
洲
英
本
國

の
電
報

に
比

し
て
、
高
率
と
な
る

は
、
ま
た

や
む
を
得
な

い
と

こ
ろ
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
日
濠
間

の
往

復
電
報
数

が
如
何

に
殖

え
た
と
は

い

へ
、
英
本
國

と
濠

洲
と

の
闇

の
夫

れ

に
比
し
て
遙

か
に
少
か
る

べ
き
は
政
治
維

濟

の
諸
關
係

か
ら
當

然
察

せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
の
故

に
、

日
濠
間

の
電
信
料
引

下

げ

を
提

唱

す

る

日
本
側
當
業
者

は
、
海
底
電
信

に
よ
る
料
金

の
引
下
げ
を
叫

ぶ
か
は
妙

に
、

日
濠
間

の
無
線
電
信
連
絡
開

始
を
以

つ
て
濠
洲

に
迫

つ
た
。
即
ち

一
八
九

五
年

、
グ
リ

エ
ル

モ

・
マ
ル

コ
ー

昌
の
無
線
電
信

嚢

明
以
後

も
、
初

め
は
技
術
上
氣
象

上

の
理
由

の
爲
實

用
上
充
分

に
信
頼
す

る
に
足
ら
す

、
爲

に
未
だ
有
線

電
信
會
肚

の
競
争
者

と
し

て
問
題
と
な
ら
な

か
つ
た
が
、

そ

の
後

短
波
長

ビ
童

ム
式
無
線

電
信

が
完

成
さ
れ
て
以
來
、
從
來

の
嵌
黙
も
除
去

さ
れ
且

つ

設

備
費

も
低
廉

と
な

つ
た
爲

に
.
有
線
電
信
會
就

に
と

つ
て
は

無
線
電

信
は
大

い
な

る
脅
威

と
な
り
、
從

つ
て
有
線
電
信
料

の
引

電
氣
涌
信
な
蓮
じ
て
灘
於
る
日
濠
關
係

(
大
谷
)

一
二
七

7)樹 ほ之れ と關聯 して 、上海長崎間 の料 金が比較 的高牽な ろ こと為 も見 逃が

して はな らぬ6即 ち濠洲上海問32片,濠 洲H本 間41片 、シ ド=一 上海間 約

七干五百萬哩 の料金32片 に劉 してシ ド=:・-H?lt問 七千九百哩41片 に割 高で

あ ろ。 因に上海長崎間 に大 北電信會杜 の所有線 であ る。



、

=

天

下
を
促

が
す
事
情

と
し

て
は
、
.設
備

の
改
良
、
取
扱

ひ
通
信

の
増

加
と

い
ふ
こ
と

の
外

に
、
無
線
電
信

か
ら

の
墜
迫

と

い
ふ
こ
と

が
近
年

に
な

つ
て
有
力

に
働

き
始

め
た
の
で
あ
る
。
例
を
濠
洲

よ
り
英
國
向

の
海
底

電
信

料
金

の
攣
化

に
探

れ
ば
次
ぎ

の
如
く

に

め

年

々
引

き
下
げ

ら
れ
た
。

聞

の
無
線
連
絡
開
始
を
要
望
し
た

の
も
正

に
當
然

で
あ

つ
た
。

信

に
よ
る
通
信
事
業

の
援

張
を
企
圖
し

て
お

つ
た
際

で
あ

る
か
ら
、

て
濠
洲

の
諸
團
盟

へ
呼
び
か
け
ら
れ
た

の
み

で
な
く

、

始

せ
ら
れ

た

の
で
あ
る
。

上
述
の
料
金
引
下
の
ヶ
ち
初
期
の
も
の
は
概
ね
薪
線
の
設
置
に
よ
る
距
離
の
短
縮
設
備
の

改
良
及
び
取
扱
ひ
電
報
歎
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

一
八
九

一
年
及
び

一
九
〇
〇
年
の

の

引
下
は
、
洲
政
府
拉
び
に
聯
邦
政
府
と
損
失
補
償
契
約
の
成
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

一

九
二
七
年
の
引
下
は
、
同
年
濠
洲
國
内
に
後
に
読
く
が
如
き
無
線
電
信
會
融
が
設
立
さ
れ
、

そ
の
料
金
が
概
ね
イ
ー
ス
タ
ン
倉
枇
の
有
線
電
信
料
金
に
比
し

一
割
乃
至
二
割
方
低
廉
で
あ

つ
た
の
に
刺
激
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
Q

而
し
て
無
線
電
信
料
金
が
有
線
電
信
料
金
に
比
し
て
若
干
低
廉
な
る
は
世
界

一
般
の
傾
向

で
あ
る
。
日
濠
間
の
電
報
料
の
高
率
を
悟
り
そ
の
低
下
を
叫
ぶ
我
が
邦
の
貿
易
業
者
が
爾
國

そ
し
て
恰
か
も
よ
し
」
我
が
邦
と
し
て
は
國
策
と
し
て
の
無
線
電

此
の
要
望
は
貿
易
業
者
の
團
髄
、
日
濠
協
會
等
の
提
案
と
し

彼
我
電
信
事
業
経
螢
者
の
間
に
技
術
的
に
も
経
濟
的
に
も
折
衝
交
渉
が
開

8)OMcialYearBook,ibid.,p。21g.

g)ReportofTheEasternExtensionAustralasia&ChinaTelegraphCompany,

(私 藏 富 本)に 擦 るo



即
ち
海
底
電
信
事
業
に
於
い
て
甚
し
く
立
遅
れ
n
僅
か
に
小
笠
原
線
を
有
つ
の
み
で
、
外
國
電
報
通
信
は
學
げ
て
外
國
螢
利
會

肚
に
委
ね
來
つ
た
我
が
邦
が
、
近
年
世
界
各
國
の
無
線
電
信
事
業
の
勃
興
に
刺
激
せ
ら
れ
、
國
策
と
し
で
の
無
線
電
信
事
業
に
着

眉
し
、
大
正
十
四
年
第
五
十
帝
國
議
會
提
出
の
日
本
無
線
電
信
株
式
會
肚
法
案
に
よ
り
同
年
日
本
無
線
電
信
株
式
會
肚
を
創
立
、
・

螢
業
匝
域
を
樹
英
・封
欧
隔
封
米
・謝
南
米
及
び
封
南
洋
と
順
次
援
張
し
、
我
が
邦

の
主
要
貿
易
封
手
國
と
直
通
無
線
電
信
を
取
扱

ひ
始
め
た
の
で
あ
る
が
、
野
濠
洲
通
信
に
も
進
出
を
企
圖
し
、
審
さ
に
技
術
的
研
究
を
逮
げ
た
後
、
祀
長
故
内
田
嘉
吉
な
昭
和
五

年

(
一、九
三
〇
年
)
八
月
渡
濠
,
聯
邦
政
府
拉
に
電
信
事
業
會
批
當
局
と
折
衝
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

・
濠
洲
電
信
事
業
會
肚
の
一
は
賛
意
を
表
し
た
が
他
の

一
就
前
掲
イ
ー
ス
タ
ン
會
枇
は
頗
る
難
色
あ
り
、
且
つ
、
此
の
時
既
に
英

本
國
の
方
に
有
線
無
線
電
信
事
業
の
大
合
同
あ
つ
て
、
英
帝
國
内
の
電
信
事
業
が
彊
力
に
統
制
せ
ら
れ
、
イ
ー
ス
タ
ン
會
肚
ま
た

そ
の
支
配
下
に
あ
る
關
係
か
ら
、
同
問
題
は
右
の
英
本
國
電
信
會
肚
蚊
び
に
英
本
國
政
府
の
諒
解
を
得
る
要
も
あ
つ
て
,
此
の
交

渉
は
停
頓
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
偶

々
當
時
の
濠
洲
首
相

ス
カ
ー
リ

ン
が
聯
邦
政
府
財
政
の
行
詰
り
打
開
の
爲
、
英
本
國

へ
赴

く
際
で
あ
つ
た
の
で
前
記
内
田
嘉
吉
は
印
度

コ
ロ
ン
ボ
ま
で
同
船
懇
談
を
重
ね
、
ス
カ
ー
リ
ン
首
相
を
通
じ
て
當
時
の
英
首
相

マ

ク
ド
ナ
ル
ド
へ
諒
解
方
壼
力
を
依
頼
し
た
る
ま

、
に
て
、
此
の
問
題
は
打
切
り
と
な
の
、
後
年
昭
和
九
年

(
一
九
三
四
年
)
濠
洲

極
東
親
善
使
節
と
し
て
外
相

レ
ー
サ
ム
が
來
朝
し
た
際
も
、
此
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
彼
我
の
間
に
此

一
懸
の
儀
禮
的
交
換
が
あ

勒

つ
た
ま

玉
、
今
日

に
及
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

等

【

`

.

,

ご

日
濠
間

の
無
線
通
信

が
技
術
上
不
可
能

と

い
ふ

の
で
は
な

い
、
現
に

日
本
無
線
電
信
會
肚

は
何
時

に
て
も
開
始

の
用
意
あ
る
旨

電
氣
涌
信
を
通
じ
て
魏
表
る
H
濠
關
係

(大
谷
)

一
二
九

10)拙 稿 ・前出往見o



}
三
〇

助

を
言
明
し
、
濠
洲
側
無
線
電
信
會
肚
も
既
に
恋
諾
し
た
の
で
あ
る
、
た
讐
、
・無
線
電
信
の
脅
威
を
感
す
る
有
線
電
信
會
枇
イ
ー
ス
、

タ
ン
が
、
そ
の
螢
業
政
策
の
立
場
か
ら
之
れ
を
拒
み
、
而
し
て
其
の
背
後
に
あ
る
英
帝
國
の
電
信
事
業
會
肚
が
、
帝
國
内
の
有
線

無
線
事
業
を
合
同
統
制
し
つ
、
、
他
國
と
の
競
争
に
當
ら
ん
と
す
る
態
度
、
い
は
穿
電
氣
通
信
事
業
を
以
つ
て
経
濟
獲
展
の

一
た

ら
し
め
ん
と
す
る
英
帝
國
の
態
度
に
、
日
濠
聞
電
報
料
金
引
下
の
可
能
不
可
能
が
潜
む
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
、
以
下
濠
洲
國
内

の
電
信
事
業
を
解
剖
し
て
そ
の
背
後
に
潜
む
る
も
の
に
及
ば
ヶ
。

四

濠

洲

に
於

け
る
海
外
通
信
事

業

濠

洲

に
於

け

る
外

國

と

の
電
氣

通

信

は

一
八
七

デ
年

に

目
冨

甲

津
凶魯

〉
器
舟§
一9
ω
一碧

目
。一。σq
量
旨

O
o
ヨ
冨

昌
団

に
ょ

っ
て

ポ

め

ー

ト

・ダ

ー

ウ

ィ

ン
・
バ

ン
ジ

ョ
ワ

ン
ギ

(
ジ

ャ

バ
)

間

に
海

底

電
信

が
敷

設

せ
ら

れ

た
時

を

以

つ

て
始

ま

る
。

こ

の
海

底

電

信

に

よ

つ

て
薪

嘉

披

を

維

て

一
は
欧

洲
英

本

國

へ
、

一
は
東

洋

へ
、

而

し

て

一
は

太

平

洋

を
横

断

し

て

ア

メ
リ

カ

へ
蓮

絡

し

た

の
で
あ

る

が

、
英

國

系

電

信

事
業

の
申

心

目
ぽ

国
器
8
ヨ

は

、

此

の
南

方

大

陸

の
海

外
電

信

事
業

を
も

見
逃

が
す

こ
と

な

く

、

一
八

七

三
年

前

記

臼
ゲ
o
ピロ
韓

♂
7

》
琴

葺
巴
9。
。・一箇
昌

目
o
げ
σq
話
喜

O
o
ヨ
冨

起

の
外

に
、
臼
げ
o
閑
捧

凶ωず

ぎ

島
碧

国
×
9
昌
。・ご
昌

O
o
巳
眉
碧

団
及

び

目
冨

O
ぼ
§

Q。
昌

ヨ
舞
貯
6
目
。
一。σq
§
冨

O
O
ヨ
冨

量

の
二

魅

を

合

同

し

て

↓
冨

国
9
ωけ⑦
§

国
蓉
窪
ω剛§

〉
⊆
ω言
巴
9。。貯

粋

O
ぼ
9

目
。
『
僅q
冨
旨

O
。
§
冨

昌

い
け傷
●ri

略

し

て
濠

洲

イ
ー

ス
タ

ン
と

呼

ぶ
ー

を

設

立

し

、
爾
來

同
肚

は
濠

洲

に
於

け

る
唯

一
の
海

外
わ

通
信
事
業
輕
螢
者
と
し
て
頻
り
に
業
務
を
損
張
し
、

一
九

一
二
年
ま
で
に
凡
そ
次
ぎ
の
如
き
段
階
を
経
て
嚢
展
し
た
の
で
あ
る
。

II)

1)

2)

日 濠 協 會 々報 第 四 號P.125.

ReportoftheEastern,前 掲 私 藏 爲 本 に 擦 るo

ReportoftheEastern,ibid.,及 びAustralianEncyclopaedia,lg26,Sydney,

voLII,P.322.



1876年Sydney-NewZealand周Cable完 成

1879

r8go

I893

1901

1go2

1912

D・xwin-一 一B・njuw・ngi問C・b16複 線 完 炭

Sydney・ 一・]N'ewZeland間Cable複 線 完 成

BuruettHeads((～ueensland>一 一NewCaledρnia岡Cable完 成

Fremantle・-Dur})an(Cocos島 経 由)間Cablei完 成

S・・thP・「t(QueenSl・nd)-V璽 ・・verl曲dlC飢 醐 間C淑e完 成

Sydney-NewZealand問Paci丘cCableBoard線 縫 承

上
掲

の
う
ち

一
九

〇

一
年

の

コ
コ
ス
島
維
由

フ
リ
ー

マ
ン
ト

ル
ーー
ダ
ー

バ

ン
聞
海
底
線
開

.
通
は
、
南
阿
喜
望
峯
維
由
英
本
國

へ
到
る
最

短
線

の
完

成

で
あ
り

、
且

つ
從
來

ア
デ

レ
ー

ド

H
ガク
ー
ウ

イ

ン
H
バ

ン
ジ

ョ
ワ

ン
ギ

瀦
新
士掃
波
綿
脚維
由
を

ア
ヂ

レ
ー
ド
"
。バ
ー

ス
H

コ
コ
ス

H
バ
タ
ビ
ヤ
"
薪

嘉
波
線
を
主
要
維

路
と
し
た
黙

に
於

い
て
、
ま
た

一
九

〇
二
年

の
サ
ウ

ス

ポ
ー

ト
ーー
バ

ン
ク
ー
バ
線

の
開
通
は
、

弓
7
0
0
碧
民
冨
昌
噂
隅
9
ゆ
o
閑
騨昌
≦
9団
O
o
ヨ
ロ
程
矯

と

協

力
し
て

フ
ィ
ー

ジ
澗
島
経
由
太
平
洋
を
南

北

に
蓮

ね
る
幹
線
を
完
成

し
た
鮎

に
於

い
て
、

世
界

の
電
氣
通
信
網
襲
達
史

に
劃
期
的
な
も

の
で
あ
り
、
同
時

に
英
國
系

イ
ー

ス
タ

ン
の
世

界
征
覇

の

一
歩
前
進

を
示
す
も

の
で
も
あ
る
。
爾

像
濠
洲

に
於
け
る
有
線
海
外
電
信

事
業
経

螢
者

と
し

て
は
、
右

の
外

に
、
・嘗

つ
て

↓
ゴ
。
℃
90
窪
o
O
昌
ざ

頃
o
舞
侮
な

る
も

の
が
あ

つ
て
、

一
九

一
二
年

シ
ド

ニ
ー
1止

新
西
蘭
間

の
海
底
線
敷
設
を
第

一
歩

と
し

て
薪

西
蘭
…
・
太

亭
洋
諸

島

・
北
米
合
衆

國

・
加
奈
陀
方
面

へ
の
通
信
事
業

に
從
事

し

て
居
た
。
之
れ
は
英
國

・
加
奈

陀

・
新

西
蘭

及
び
濠
洲
政
府

の
共

同
出
資

で
濠
洲

政
府

の
持
分

は
三
分

ノ

一
で
あ

つ
た
が
螢

業

成
績
頗

る
悪

ぐ
、
各
國
政
府

と
も
持

て
飴
し
、
後

述

の
英
帝
國
系
電
信
事
業
大
合
同

の
際

ハ

帳
簿
債
格
よ
り
百
五
十
萬
英
膀
を
切
下
げ
て
合
併
せ
ら
れ
、
事
業
は
前
記
イ
ー
ス
タ
ン
肚
が

糧
承
し
た
も

の
で
あ
る
。

電
氣
通
信
な
通
じ
て
観
表
る
日
濠
關
係

(
大
谷
)

;
コ

3)OMc'talYeaτBook,ibid.,P.218.



一
三

二

か
く

の
如
く
し

て
濠
洲

の
有
線
外
國
電
信

の
猫
占
事
業
者
た
る
濠
洲

イ
ー

ス
タ

ン
は
他

の
地
方

に
於
け
る
英
系

イ
ー

ス
タ

ン
と

蓮
絡

、
よ
く
業
績
を
墨
げ
、
株
式

は
梯
込
額
面

の
約

三
倍

の
市
便
を
有

ち
、
年

々

一
割

の
配
當
を
績

け
來
た
も

の
で
あ
る
。
然

か

る

に
、

一
九

二
七
年
後

述

の
無
線
電
信
會
杜
が
設

立

せ
ら
る

玉
や
、
從
來

の
猫
占
を
脅

か
さ
れ

た
る
の
み
な
ら
す
、

そ

の
競
争

に

遇

つ
て
屡

々
料
率

の
低

下
を
飴
儀
な
風

さ
れ
、
業
績
頓

に
悪

化
す
る
に
至
り
、
途

に
は

一
九

三
四
年

四
月

一
日
以
降
取
扱
電
信
種

別
中
無
線

通
信

に
よ

つ
て
最
も
打
撃
を
受
く
る
週
末
電
報
を
慶
止
、
U
亀
団
ピ
9
言
同
目
o
一。
σ。
冨
日

の
料
金

を
引
上
ぐ
る
等

の
策

に

の

出
つ

る
ほ
か
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。

日
本

と

の
間

の
通
信
事
業

に
つ
き
特
許

を
有
す

る
同
肚
が
、
從

つ
て
日
濠
聞

の
無
線

通
信
開
始

に
難
色
あ
る
は
當
然

で
あ
り
、

後

に
述

ぶ
る
如
く

そ
の
背
後

に
英

國
系

イ
ー

ス
タ

ン
の
大
勢

力
を
有
す
る

に
於

い
て
は
、
無
線
通
信

に
關
す
る
限
り
日
濠
通
商
問

題
は
解
決

へ
の
途
尚

ほ
遠

い
と

い
は
ざ
る
を
得
な

い
。

濠

洲

に
於
け
る
無
線
通
信
事
業

は
聯
邦
政
府

と

の

契
約

に

よ

り

一
九
二
七
年

四
月
初

に
、

目
冨

〉
ヨ
鑑
鳴
ヨ
9
巴

毒

冨

冨
oψ

$
9
賃
巴
鼠

9)
ピ
昏

ー

略

構
A
・
W

・
A
、
ビ
ー

ム

・
ワ
イ

ヤ

レ
ス
と
俗
稻
す
ー

が
甥
英
通
信
を
開

始
し
た

に
始
ま
る
。

翌
年

封
米
通
信
を
開
始

、
設
備

の
完
備

と

サ
ー

ビ

ス
の
優
秀

と
を
以

つ
て
好
評
を
博
し
、
殊

に
料
金
も
前
記
有
線
電
信

に
比
し
平
均

一

割
乃

至
二
割

の
低
率
な
る
た
め
取
扱

ひ
通
信
歎
は
年

々
激
増
し

つ

胤
あ

つ
て
、
從
來
海
外
電
信
事
業
を

猫
占

し
て
居
た
濠

洲

イ
ー

ス
タ

ン
を
脅
す

こ
と
甚

だ
大

で
あ

つ
た
。
:

襲

4)0伍cialYearBook,ibid,,P.21g.



五

英
國
系
電
氣
通
信
事
業
の
大
合
同

外
國
通
信
事
業
に
於
け
る
有
線
電
信
と
無
線
電
信
と
の
か
玉
る
競
争
は
、
猫
り
濠
洲
聯
邦
内
の
も
の
で
は
な
く
實
に
世
界
的
の

も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
そ
の
競
争
の
脅
威
は
、
外
國
電
信
事
業
に
先
鞭
を
つ
け
て
全
世
界
の
海
底
有
線
電
信
を
そ
の
支
配
下
に

お

い
た
英
國

に
と

つ
て
最

も
大

で
あ

つ
た
。

理
由
如
何

と
な
れ
ば
i

眞
摯

な
る
科
學
者

い
。
a

囚
⑦
一く
旨

の
研
究
を

海
底

に
埋

め
た

る
電
線

に
托
し

て

。。
岸

冒

ヨ
$

》
民

。
誘
。
昌
が
外
國
通
信
を
可
能
な

ら
し

め
て
、

一
八
五
〇
年
英
佛
海

峡

に
世
界
最
初

の
海

底

電
信
が
敷

設
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、

イ

ス
ラ

エ
ル
を
漂
泊

へ
る
民

に
は
襲

火
信
號
、
北

ア
メ
リ

カ
の
土
人

に
は
火
煙

に
よ
る
信

號
、
希

畷
人

に
は
舞
火
ま
た
は
狼
畑

、
羅
馬
人

に
は
磨
き
立

て
た
る
盾

と
之
れ

に
照
り
映
ゆ

る
太
陽

の
光
線

、
イ

ン
カ
帝
國

の
民

わ

に
は
糸

に
よ
る
結
縄
文
字

と
、
凡
ゆ
る
時

と
庭

と
に
於

い
て
自

己
の
意
志

の
稜
表
自
由
な
る
思
想

の
傳
達

の
爲

に
、
そ

の
迅
速
を

翼

ふ
入
間
な
る
が
故

に
、

一
八
六
六
年

に
は
早
く

も

O
旨
湯

≦
、●
国
。
崔

に
よ

つ
て
愛
蘭
と

昌
ユ
ー

・
プ
ア
ウ

ン
F

ラ

ン
ド
問

に

海
底
電
線

が
布
か
れ
、
爾
來

五
十
年

の
間

に
、
全
世
界
を
蓮
ね
る
海
底
電
線

の
線
路
激

は
三
、
二
二
六
、
総

哩
数

三
六

一
、
六
三

一
・

わ

四
海

里

に
及
び
、
そ

の
線
名

虹
び

に
距
離
は
次

の
如
く

で
あ
る
。

電
氣
通
信
を
通
じ
て
観
六
ろ
日
濠
關
係

(
大
谷
)

=
二
三

1)∫ohnI.。Merr三ll,IntemationalTelephoneReview,

】[928,P.25。

2)IntemationalBureauoftheTelegraphUnion,List

theWorld,12thed.,Beme,December,1928.

Vol.IV,No.3,July,

ofSubmarineCablesof



『別脇
に

示し鞄
る番號

1

2

3
'

4

「
」

5

、6

ケ
愚

'
ゐ
δ

線有所

、
45

・23

.壌

石

7

-

⑳

勢

,,

現織

・
名

a

嚇

・

謄
　騨
　

電
縣灘

鰹

米

悌,』 國 系

Comp呂ghied6sC4blesSud-Americains

CompagnieFrancaisedesC縁 わlesTelegr3phique

124

{
」
82

33

海 里

伊 太 利 系.、,・

CompagniaItalianadelCavi

TelegraphiciSottomarini
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GermanAtlanticTelegraphCo.

丁 抹 系
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※
※
来
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米
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米

4
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0

1

1

1

1

曽■
甲

来
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米
米12

15

※
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African.Di奪ctTelもgraphCo.
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Eastern&SQhthAfricanTel.Co.

EastemExtensioh'Australasia&

ChinaTelegraphCo.

Euτope&AzoresTelegraphCo.

艮iverI『lateTelegτaphCo・

WestA∫ricahTelegraphCo.

WestCoastofAmeri()aTelegraph℃o.

Western're.legrapl■Co・

12

2

30

B

3

2

1
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2

η

4

15

7

3

97

16

4
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4

く
ニ
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∩j

3

24,872.5
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1,552.5

10,059・5
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3,674.9

14,739・5

18,414.4

9,937・3

2,144.7

8み16.4

叉2,482.7

1層82.1ヲ
1,266.9

851.8
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60.3

4,355・0

6,392.2

18,251・9

3,034.9
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の 支 配 下 に 入 り し も の 。,

り
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四



の

右
の
海
底
電
線
を
政
府
所
有
の
も
の
と
民
間
會
枇
所
属
の
も
の
と
に
分
つ
と
次
ぎ
の
如
く
で
あ
つ
て
、
國
内
電
信
は
國
有
、
外

線 簸

民間會 政 府
肚所題 所 用

緯 緯
4792,742

海里 演里
距 離300,393.355,764.5

 

投
資
金
融

を
し
た
こ
と
に
起
因
す

る
。
即
ち

男
。巳

窪

は
引
績

き

一
八
六
六
年
太
西
洋
を
横
断
す
る
二
千
哩

の
海
底

電
線

敷
設

に

成
功
す

る
や
、
此

の
事
業

を
畢
生

の
仕
事
と
し

て
、
ジ
ブ

ラ

ル
ク
ル
ーー

マ
ル
タ
〃

エ
ヂ
プ
ト
H
印
度

H
支
那
"
濠
洲

地
方
を
始
め

國

電
信

は
民
螢
と

の
原
則

が
明
ら

か
に
樹
立
さ
れ

て
居

る
の
み
な
ら
す

、
政
府
所
有

の
も

の
は

一
線
當
ゆ

の
距
離
短
く
、
民
聞
所
属

の
.も

の
は
皆
遠
距
離
通
信

の
も

の
た
る
こ
と
を
知
る

こ
と
が
幽
來
る
。

政
府
所
有

の
線
は
佛
國

の

一
四
、
八

一
三
海

里
を
筆
頭

に
、

日
本

の
八
、
〇
七

一
・
五
海

里
が
之
れ

に
次

り

ぎ
以
下
次
表
の
如
き
分
布
を
示
す
の
で
あ
る
が
、
民
間
所
屡
の
海
底
線
に
於
い
て
は
、
英
國
系
が
全
長
の

五
〇
%
を
占
め
て
居
る
。
夫
れ
は
蕾
に
英
國
が

一
八
五
〇
年
英
佛
海
峡
に
電
線
を
敷
設
し
た
と
い
ふ
歴
史

的
な
關
り
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
實
に

ω貯
匂
。ぎ
コ
頴
&
自

が
此
の
海
底
電
信
事
業
の
初
期
に
於
い
て

恥

椀塁
佛 國14,8130

日 本8,071.5

蘭 領 印 度6,167・o

西 班 牙3,777.1

伊 太 利3,iO6.3

南
阿
そ

の
他

の
各
地
を
蓮
ね

て
英
帝
國
内
海
底

電
線
網
を
完
成
す
る
に
努

め
、
彼

に
よ

つ
て
始
め
ら

れ
た

臼
ず
。
国
魯
ω言
諺

》
8
0
鼠
彗
亀

↓
。
『
鴨
巷
ザ

O
o
ヨ
B
三
8

は
、

左

の
如
き
十

一
肚
を

そ

の
支
配

の
下

に
置

い
て
、
全
世
界
海
底
電
線
延
長
三
六

一
、
六
三

一
・
四
海

里

の
牛
ば

=
二
〇
、
○
○
○
海
里

を

占
め
、
民
間
電
信
會
肚

の
投
下
資
本

総
額
推
定

五
千
萬
酵

の
う
ち
約

牛
分
を
占
め

て
斯
界

に
君
臨

の

し

て
居
る

の
で
あ
る
。

電
氣
通
信
を
通
じ
て
観
六
ろ
H
濠
關
係

(
大
谷
)

一
三
五

3)Ibid.

4)Ibid.8英 國 ・濁 乙 ・支 那 ・ 印 度 ・ ア ラ ス カ 等 は 何 れ も二 〇 〇 〇 海 里 乃 至 三 〇 〇

〇 海 里 た 所 有 す0

5)lFiftyYearsof"ViaEastem,,,sasouvenierandrecordoftheCelebrationin
ConnectionwiththeJubileeoftheEasternAssociatedTelegraphCompanies

l=擦 る 。

6)1bid.
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エ
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一

薯

ヤ

`

.
・

.

一

一
轟

山
ハ

わ

別
圖
東
南
洋
を
申
心
と
す

る
海
底
電
信
網
圖
を
観
る
と

識
≦
ρ
国
器
9
ヨ
..
の
占
め
る
重
要
さ
は
明
ら
か

で
あ

つ
て
、
濠
洲

イ
ー

TheEasternTelegraphCompany,Ltd.、

TheEastemandSouthAfricanTelegraph

Company,1・td.

TheEastemExtensi6nAustralasiaand

ChinaTelegraphCompany,1・td.

TheWesternTelegraphCompany,■td.

TheWest'AfricanTelegraphCompany,Ltd.

TheAfTicanDirectTelegraphCqmpany,工td.

TheEuropeandAzoresTelegraphCompany,Ltd.

TheRiverI》lateTelegraphCompany,Ltd.

ThePaci丘candEuropeanTelegraphCo!npany,Ltd.

The'WestCoastofAniericaTelegraph

Company,Ltd.

Th・DhectSp響 ・1・hT・1・9・ ・phむ ・m卿y,L・d・

ス
タ

ン
も
亦
此

の
亘
大
事
業

の
傘

下

に
あ

る

の
で
あ
る
か
ら
、
我
が

㌦邦
の
之
れ

に
野
す

る
挑
職
は
、
實

に
そ

の
背
後

に
あ
る
も

の
と

の
圖

孚
た
る
こ
と
を
悟

ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

-

・
然
し
な

が
ら

..≦
9
国
魯
ω器
彗

.、
が
斯

の
よ
う

に
亘
大
な
通
信
網

で

あ

つ
た

母
け

に
、
無
線
電
信

の
稜
達

よ
り
う
ズ

る
脅
威

も
大

で
あ

つ

た

。
特

に
海
底

電
信
事
業

に
比
較
的
逞
れ
た
米
國

の
無
電
事
業

へ
の

進
出
は
恐
る

べ
き
で
あ

つ
た
。
若
し

無
線
電
信
會
肚
と

の
自
由
競
争

を
放
任
す
る
な
ら
ば

、
そ

の
支
配
下

の
各
會

就
は
破
産
ま
た

は
閉
鎖

の
蓮
命

を
冤
れ
が
た
く
、
か

玉
る
事
態

は
英

國
が
從
來
海
外
通
信
上

に
も

て
る
覇
椹

を
失

ふ
こ
と
で
あ
る
と
共

に
、
維
濟
上
軍
事

上
由

汝

し
き
大
事

で
あ

る
と
し

て
、

英
國
政
府
は

]≦
碧
8
鴛

毛

凶箆

o
。。⑳
月
o♂
σq
量
9

0
0
旧
℃
§
団
設

立
後

一
九

二
八
年
倫
敦

に
加
奈

陀

・

濠
洲

・薪

西
蘭

・南

阿
そ

の
他
各
薦
領

政
府

の
代
表
者
を

集

め

て
英
帝
國
有
線
無
線
電
信
會
議

目
ず
Q
Hヨ
冨
隠芭

≦
ぜ
象

。・。。
櫛
巳

01菩
8

0
0
諜
⑦誘
昌
8

を
開

い
て
封
策
を
練
め

、
そ

の
結
果
英
帝
國
内

の
主

要
電
信
會
肚
及

び
無
線
電
信
會
肚
を
合
同
し

て

一
大
電

信
會
就
を
設

立
し

、
之
れ

に
政
府
所
有

の

男
9
。田
∩
9

匡
⑦
γ
≦
、①
曾

目旨
島
§

O
暮
定

(
↓
ぽ

津

。窪
O
O
菩
げ

冨
。
碧
畠
所
有
線

)
を
旨

7)MapofTheEastmAssociatedTelegraphCompanies,CableSystemに 擦

るo各 線 に 附 し7ころ番 號 の うち9,Io,II,13に 英 國 イ ー ス タ ン系 、 他 に

に僅 かt:3(来 國 系)、8(丁 抹 系)あ ろのみ 、(15R割 當 未 濟 濁 乙系)。
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営
三
入

護
渡
し
、
敏

に
世
界
未
曾
有

の

一
大
電
信
會
肚

が
成

立
,す

る

に

至

つ

た

④
、容

あ

る
。

即
ち
痔
株
會
肚

と

し

て

α
菩
一。
、彗
ら

竃

ぎ

冨
¢ρ

ピ
巳
・
事
業
會
砒

と
し

て

臼
。ぴ
。
H8
窟
二
9

曾

ぎ
言
言
騨齢ご
溢
鑑

O
o
ヨ
ヨ
ニ
三
〇鼠

o
昌
ω
ピ
伶岱
・
(1

・
1
・
C
)
が
設
立
さ
れ
、

前
者

は
軍

に
持
株
會
肚
た
り

、
後
者

は

一
切

の
イ
ー

ス
汐

ン
系
諸
會
肚
線

、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ケ
ー

ブ
ル
・
ボ
ー

ト
線
、
ウ

ェ
ス
ク

ン

會

肚
線
及
び

マ
ル

コ
ー

昌
無
線
電
信
會
肚
を
そ

の
統
制
下

に
於

い
て
英
帝
國
内
電

氣
事
業

の
實
櫻
を
握
る

に
至

つ
た

の
で
あ
る
。

濠
洲
聯
邦
内

に
於

い
て
は
濠
洲

イ
ー

ス
タ

ン
と
ビ
ー

ム

・
ワ
イ
ヤ

レ
ス
と
が
争

ひ
つ

曳
あ
る
。
然
か
し
英
帝

國
全
盟
と
し

て
は

既

に
有
線

無
線
電
信

の
統

制
が
進
行

し

つ
、
あ
る

の
で
あ
る
。
ビ
ー

ム

・
ワ
イ
ヤ

レ
ス
は
現
在

は
主
と
し

て
濠
洲

政
府

及
び
濠
洲

資
本

に
よ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、

い
つ
れ

は
ー
・
1
・
C

の
亘
大
猫
占
膣

に
吸
牧
合
同

の
蓮
命

に
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
然
か

る
場
合
に
初
め
て
、
我
が
邦
の
日
濠
電
信
料
の
引
下
i

E
濠
無
線
通
信
開
始
の
要
求
は
明
白
に
全
面
的
に
此
の
マ
ン
モ
ス
に
直

面
す

る
こ
と

、
な

る

の
で
あ

る
。

一
九
二

一
年

四
月
十
二
日

、
米
國
大
統
領

ハ
ー
ヂ
ィ

ン
グ
は
、
議
會

に
敏
書
を
逡

つ

て

日

つ
た
、

「
合

衆
國

政
府
は
、
合

衆

國

、
そ

の
諸
領

、
及
び

ア
ラ
ス
カ
の
職
略

的
及
び
商
業

上

の
必
要

に
磨
す
る
爲

、
米
國
自

か
ら
所
有
す
る
有
線
無
線
電
信

・
ラ
ヂ

の

オ

・
電
話
そ
の
他

一
切
の
通
信
設
備
の
爲
に
職
ふ
」
と
。
洵
に
外
國
通
信
機
構
の
上
に
現
れ
た
國
際
情
勢
は
、
世
界
の
國
際
情
勢

の

巨

乱
9
讐
器

で
あ
る
。
何
時

爆
嚢
す

る
か
判
ら
な

い
ー

然

か
し
同
時

に
亦

た
夫

れ
は
相

互

に
手
を
握
り

あ
は
す

し

て
は
、
何

の

の
機

能
を
も
、
職

の
目
的
さ

へ
を
も
、
果

し
え
な

い
も

の
で
も
あ
る
。

日
本

の
國
策
を
代
行
す

る
日
本
無
線
電
信
株
式
會
肚
は
既

に
英

本
國

と
は
無
線

通
信

を
行

ひ
、
英
帝
國
内

で
も
印
度

ボ
ム
ペ
イ
と
は
既

に
無
線
通
信
を
實
施

し
て
居
る
。
旧
濠
間

の
無
線

通
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Ig30,NewYork,P.317.
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信
開
始

が
、
從

つ
て
電
報

料
金

の
引
下
が
實

現
せ
ら
れ
る

の
も
、
不
可
能

で
は
な
い
、
た

璽
そ

の
時

を
も
ち
來

ら
す
爲

に
は
、
日

本
側

の
要
望

と
相
虹
ん
で
濠
洲
側

か
ら
の
要
求

が
張
く
起
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
換
言
す
れ

ば
濠
洲
人
自

か

ら
日
本

と
の
問

の
、
更

に
援
げ

て
は
東
洋
と

の
聞

の
、
丈
化
的
経
濟
的
交
渉

に
於

い
て
電
報
料
金

の
高

率
を
叫

ぶ
に
至
ら
ね
ば
な
ら
な

い
、
そ
し

て
夫
れ

底
、
太

平
洋

の
南
北

に
あ
る
若

き
爾
國

の

一
暦

の
理
解
と
交

通
と

に
倹

つ
の
外
な

い
。

電
氣
涌
信
た
通
じ
て
魏
六
ろ
日
濠
關
係
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谷
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三
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